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Ⅲ 人 権 教 育 の 推 進
１ 人権教育を通じて育てたい資質・能力の明確化

人権教育は、人権尊重の精神の涵養を目的とする教育活動です。この目的を達成するた

めには、まず、人権に関する知的理解が必要です。また、併せて、人権感覚を育成するこ

とが必要となります。

こうした人権に関する知的理解と人権感覚を基盤として育成される、意識や態度、実践

的な行動力などの資質・能力については、次の３つの側面（①知識的側面、②価値的・態

度的側面及び③技能的側面）から捉えることができます。①知識的側面は知的理解に深く

関わり、②価値的・態度的側面と③技能的側面は、人権感覚に深く関わっています。

「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次取りまとめ〕」から
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人権教育を学校総体で推進していくためには、学校教育目標、人権教育の目標や児童生

徒の実態等を踏まえたうえで、「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を知識、価値・

態度、技能の３つの側面から明確にする必要があります。

その際、「人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次取りまとめ〕」の例示は表現

が少し難しいので、以下の記入例を参考にしながら「目指す児童・生徒の姿」として位置

付け、全職員による共通理解・実践がしやすいようにしてください。

また、人権教育の目標と各教科等の目標やねらいとの関連を明確にした上で、人権に関

する意識・態度、実践力を養う人権教育の活動と、それぞれの目標・ねらいに基づく各教

科等の指導とが、有機的・相乗的に効果を上げられるようにしていくことが重要です。

そこで、「人権教育を通じて育てたい資質・能力」と各教科との関連性を分析し、明確

にしておくことが必要となります。詳しくは次の資料を参照してください。
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２ 人権が尊重される授業づくり
(1) 人権が尊重される授業づくりの視点

人権教育の推進に当たり、日々の授業における活動の一つ一つが、人権尊重の雰囲

気を醸成するうえでの重要な要素となります。「人権教育の指導方法等の在り方につ

いて〔第三次取りまとめ〕」には、人権教育の視点に立った授業の工夫を進めていく

際の、主な視点の例を示してあります。

〔人権が尊重される授業づくりの視点例〕
《視 点 》 ○ 自 己 存在 感 を 持 た せ る支 援 を 工 夫 する 。

ね らい ポ イン ト ・ 留 意 点
「授 業 に 参 加し て い る 」 □ 学 習 内 容 や 活 動 に 応 じ た 座 席 の 工 夫 や 発 問 ・ 応 答 の パ
と い う 実 感 を 持 た せ タ ー ン の 工 夫 を行 う 。
る。 □ 児 童 生 徒 の 既 習 事 項 や 生 活 体 験 、 興 味 ・ 関 心 等 を 把 握

し 、 様 々 な 視 点 か ら 解 決 で き る よ う に 課 題 設 定 の 工 夫
を 行 う 。 等

「 自 分 が 必 要 と さ れ て □ 意 図 的 な 指 名 等 、 一 人 一 人 が 活 躍 す る 場 や 課 題 を 工 夫
い る 」 と い う 実 感 を 持 す る 。
たせ る 。 □ 自 由 な 発 想 や 方 法 が 認 め ら れ た り 、 自 己 選 択 で き る 場

を 工 夫 す る 。 等
教 師 自 身 が 一 人 一 人 を □ 一 人 一 人 の 名 前を 呼 び 、目 を 見て 話 す 。話 を よ く 聴く 。
大 切 に す る 姿 勢 を 示 □ 発 言 し な い 児 童 生 徒 に 配 慮 す る と と も に 、 適 切 な 支 援
す。 を 行 う 。 等
《視 点 》 ○ 共 感 的人 間 関 係 を 育 成す る 支 援 を 工 夫す る 。
「 自 分 が 受 け 入 れ ら れ □ 「 誰 に で も 失 敗 は あ る 」、「 誰 も が よ さ や 弱 さ を 持 っ て
て い る 」 と 実 感 で き る い る 」 と い う 認 識 に 立 っ て 、 互 い を 尊 重 し 合 う 人 間 関
雰囲 気 を つ く る 。 係 づ く り を 行 う。

□ 一 人 一 人 が 自 由に 発 言 で き る雰 囲 気 づ く り を行 う 。 等
「共 に 学 び 合う 仲 間 だ 」 □ 他 者 の 発 言 や 作 品 の よ さ に 気 付 き 、 学 ぼ う と す る 態 度
と 実 感 で き る 雰 囲 気 を を 育 て る 。
つく る 。 □ 自 分 の 考 え と 異 な る 意 見 や 感 情 を 拒 絶 せ ず 、 そ れ を 理

解 す る 技 能 を 育て る 。 等
《視 点 》 ○ 自 己 選択 ・ 決 定 の 場 を工 夫 し て 設 定す る 。

ね らい ポ イン ト ・ 留 意 点
学 習 課 題 や 計 画 を 選 択 □ 発 達 段 階 に 応 じ て 、 複 数 の 学 習 課 題 の 中 か ら 自 分 に あ
する 機 会 を 提 供 する 。 っ た 課 題 を 選 択す る 機 会 を 設定 す る 。

□ 発 達 段 階 に 応 じ て 、 学 習 の 見 通 し を も っ て 計 画 を 立 て
る た め の 支 援 を行 う 。

学 習 内 容 、 学 習 教 材 を □ 児 童 生 徒 の 実 態を 踏 ま え て 多様 な 教 材 ・ 教 具を 準 備 し 、
選 択 す る 機 会 を 提 供 す 選 択 の 幅 を 与 える 。
る。 □ 自 分 の 習 熟 の 度 合 い や 興 味 ・ 関 心 に 基 づ い て 、 教 材 ・

教 具 を 選 択 で きる 場 を 設 定 する 。
学 習 方 法 を 選 択 す る 機 □ 児 童 生 徒 の 実 態 を 踏 ま え て 児 童 生 徒 の 実 態 や 学 習 内 容
会を 提 供 す る 。 に 応 じ た 学 習 方法 を 提 示 し 、選 択 の 幅 を 与 える 。

□ 課 題 解 決 の た め の 情 報 や 資 料 を 準 備 し 、 そ の 活 用 方 法
に つ い て 適 宜 助言 す る 。 等

表 現 方 法 を 選 択 す る 機 □ 児 童 生 徒 の 実 態 を 踏 ま え て 多 様 な 表 現 方 法 を 提 示 し 、
会を 提 供 す る 。 選 択 の 幅 を 与 える 。

□ 考 え を ま と め るた め の 多 様 な学 習 ノ ー ト を 準備 す る 。
学 習 形 態 や 場 を 選 択 す □ 児 童 生 徒 の 実 態 や 学 習 内 容 に 応 じ た 学 習 形 態 や 活 動 の
る機 会 を 提 供 す る。 場 を 多 用 に 提 示し 、 選 択 の 幅を 与 え る 。

□ 自 分 の 課 題 や 方 法 に 基 づ い て 活 動 内 容 や 場 所 を 選 択 す
る 機 会 を 設 定 する 。 等

振 り 返 り 方 法 を 選 択 □ 児 童 生 徒 の 実 態 や 学 習 内 容 に 応 じ た 学 習 成 果 の ま と め
し 、 互 い の 学 び を 交 流 方 を 多 様 に 提 示し 、 選 択 の 幅を 与 え る 。
する 機 会 を 提 供 する 。 □ 自 他 の 学 習 課 題 や 解 決 方 法 、 学 習 の 仕 方 や ま と め 方 を

振 り 返 っ て 交 流 す る 時 間 を 設 定 し 、 他 者 の 成 果 に 学 ぶ
と と も に 、 今 後 の 学 習 課 題 や 方 法 に つ い て 選 択 ・ 決 定
で き る 場 を 工 夫す る 。
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(2) 「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を育む授業

「人権教育を通じて育てたい資質・能力」の育成に関する実践事例を紹介します。

荒尾市立平井小学校では、［第三次とりまとめ］に例示してある「人権教育を通じ

て育てたい資質・能力」をもとに、自校における「人権教育を通じて育てたい資質・

能力」と「目指す児童の姿」を明確にしています。そのうえで、毎時間の授業の中に

「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を位置付け、すべての教科で資質・能力を

育む実践がなされています。

また、「人権が尊重される授業づくりの視点」も、授業の中に一緒に位置付けてあ

ります。

「熊本県人権教育推進資料」から

本実践では、指導案上に「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を明記していま

すが、重要なのは、その授業が「人権教育を通じて育てたい資質・能力」のどの「資

質・能力」を育んでいるのか明確にし、意識して授業にのぞむということです。

自校の「人権教育を通じて育てたい資質・能力」が、すべての教科（授業）で子ど

もたちに育まれていく実践が望まれます。
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